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「もっと」「さらに」の意味内容の違いについて 

陳  建 明 

１ はじめに 

日本語でこれまで程度副詞とみなされているもののなかに，比較性

を意味機能として持つものがある。それらは「X は Y より(程度副

詞)A(A は形容詞。以下同)」「X の方が Y より(程度副詞)A」といった

比較表現に用いられるものである。 

佐野(1998)はこれらの比較に関わる程度副詞を「もっと」類・「ずっ

と」類・「多少」類に分類している。これらのうち，「もっと」類は「太

郎は次郎よりもっと背が高い」が示すように太郎だけではなく，次郎

も背が高いという前提条件を必要とする程度副詞である。その中には

「もっと」「さらに」「いっそう」等の程度副詞が含まれる。 

これまでの研究では，「もっと」「さらに」についての研究が比較的

進み，用法の相違の多くが明らかにされたと考えられる。以下の３例

は陳(2009）から引用した用例である。 

(１) 人の招待かなんかで，銀座とか京都とかの料理屋へいくと，

確かに名人芸だなって思わされるものがある。情け無いほ

ど金を取られるけど，ああいうものはもっと／*さらに高く

てもいいんだ。 

(２) ３月にもハミド・エルカイド相手にドローに持ち込むなど，

上々の仕上がり。サワーよりさらに／*もっと 1 歳若いスポ

ーンが潜在能力を発揮するか。  

(３) ……誰かが怪我をしたらしい。賢一郎は急旋回して谷に向

った。そこは新雪がさらに／*もっと深いようであった 

（陳(2009)による） 

 (１)は譲歩を表す副詞節の用例で，「もっと」だけが用いられ，(２)
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は比較の差を伴う用例で，「さらに」だけが用いられる。(３)は自然現

象を客観的に描写する用例で，「さらに」だけが用いられる。 

 しかし，２語の用法の違いはなぜ生まれたのか，言い換えればその

用法の相違が生じる原因を検討する必要がある1。一般にその用法の違

いはその意味機能の働きと深く関連するため，２語の意味内容の違い

を検討することはその用法の違いを探り，説明することにつながると

考えられる。しかし，調べた範囲では２語の意味内容の違いについて

の研究は見当たらなかった。そこで，本稿では，２語の意味内容の違

いを明らかにした上で，意味内容と用法の関連を検討したい。 

本稿の構成は次の通りである。２.で先行研究を検討し，３.で比較

の構文に分布するあり様を考察し，４.で２語の意味内容の違いを明ら

かにしたうえで，その用法の違いが生じる原因を説明し，５.で本稿の

まとめを行う。 

 

２ 先行研究 

森田(1977）は「さらに」について「このように一つの物事が二つの

事態 A・B をとった場合，"A の段階よりも B の段階のほうがより一層

"の比較選択となるところから，事物・事態がレベル A から一段上の

レベル B に移行しているという意識に重点が置かれる。「更に」が「も

っと」「一段と」「一層」などと異なる点は，このようにあくまで別の

事態への移行意識が伴っている点である」（p.224）と述べている。 

飛田・浅田(1994)は，「もっと」と「さらに」の意味用法について次

のように述べている。 

 「もっと」は「現状の程度や数量を高める様子を表す。(中略)現状

の程度や数量が基準の状態と比較して劣っているというニュアンスで，

                              
1 佐野（2004）「もっと」には「程度用法」と「否定的用法」がある。「程度用法」は二

者の程度の大小関係を表わすのに対して，「否定的用法」は「これはちょっと高いが，

もっと安いのはないか」が示すように，一方を否定し，もう一方を適当な値としてとら

える働きを持つものであり，程度の大小関係を表わさないと論じている。本稿では，「も

っと」の「否定用法」を外して「程度用法」に限って考察を行うことにした。 
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しばしば忠告・勧誘・命令・依頼・反省などの暗示を伴う。したがっ

て，現状について客観的に述べる場合や，単純に二つの状態を比較す

る場合は普通用いない。」(p.550） 

 「さらに」は「ある状態や行為の程度が高まる様子を表す。(中略)

以前あるいは他のものと比較して，何かが付け加わることにより，程

度が段階的に高まったというニュアンスがある。意志的な行為につい

て用いられた場合には，継続の暗示が加わる。かなり客観的な表現で，

程度が高まったことについて特定の感情は暗示されていない。(中略)

「さらに」は「もっと」に似ているが，「もっと」は理想（基準）の状

態と比較して現状が劣っていることを反省する暗示がある。」（p.174） 

 林(2000）は「さらに」に関する記述を中心に据え，「さらに」の意

味を「Ⅰ異なる事物の比較」，「Ⅱ異なる時点における同一事物の比較」，

「Ⅲ量の累加の場合」，「Ⅳ事態の累加の場合」の四つの場合に分けて，

「さらに」との差異という観点から，「さらに」「もっと」等の程度副

詞の違いを論じている。その結論は以下の通りである。 

Ⅰの場合，「XはYより＜程度副詞＞A」のすべての要素が現れる。

各語は互いに入れ替えることができる。ただ，「さらに」などは時間軸

を遡っての比較ができない2。Ⅱの場合は「もっと」が現状を否定する

否定的用法3と解釈されるため，「さらに」が「もっと」と入れ替えら

れると文の容認度が下がる。Ⅲの場合，「もっと」は否定的用法の「も

っと」と読み取りやすい。Ⅳでは，事態の累加を表す場合，「さらに」

だけが用いられると指摘している。 

陳(2009)は２語の統語的な違いとして，「もっと」は単文，複文の主

節とすべての従属節に用いられるのに対して，「さらに」は譲歩を表す

副詞節には用いられない。さらに，比較の差が伴う場合は「さらに」

だけが用いられる。また，意味的な使用条件として，「さらに」は事態

                              
2 陳(2009)によると「今日のトマトは高いね。昨日は安かった。でもおとといのトマト

はさらに安かった。」のような言い方が可能であるので，この指摘は適切ではない。 
3佐野(1998)(2004)を参照。 
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の程度が増す時点で，それを認識する主体があらかじめ確定できる場

合に用いられる。「もっと」は「ⅰ自然現象の客観的描写」，「ⅱ持続的

に起こった行動・状態の客観的描写」，「ⅲ自発的な感覚・感情の変化

に関する客観的描写の場合」には，用いられにくいと指摘している。 

先行研究では，主に「もっと」「さらに」の用法の違いの大部分が明

らかにされているが，２語の意味内容は論じられておらず，２語の用

法の相違が生じた原因についても検討されていない。したがって本稿

では，この二つの問題について論じていきたい。 

 

３ 比較の構文に分布するあり様 

 一般に比較の構文はその構成要素によって異なる事態の比較を表す

構文と同一事態における異なる時点での比較を表す構文に分かれると

思われている。そのような用例は以下のとおりである。 

(４) 夏の早朝の白い光の中で，冴子の真直ぐに天井に向けてい

る寝顔は，鮎太には，いつか伊豆屋で見たカステラの少女

よりも，もっと清らかで美しくさえあるように見えた。 

(あすなろ物語) 

(５) 「霊魂を癒す術は存在する――それは哲学である」しかし

彼が精神病に関して当時の医者たちより更に進んだ独創

的な考えを持っていたことも明らかであった。 

(楡家の人々) 

  (６) 猫のひくい唸り声は村の入口ちかくまでくると，さっきよ

り，もっとはっきり聞えました。                (沈黙) 

  (７) しばらく桃子は口を閉ざし，前よりもさらに忙しくせかせ

かと急須に湯をそそぎ，幸い眠っている赤子の顔を覗いて

みたりした。                            (楡家の人々) 

(４)(５)は異なる事態の比較を表す構文の用例であり，(６)(７)は

同一事態における異なる時点での比較を表す構文の用例である。 

本稿では，「もっと」「さらに」はこの２タイプの比較の構文に分布
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するあり様を調べてみた。『CD-ROM版 新潮文庫の100冊』4から収集

した「もっと」「さらに」の用例はそれぞれ178例5，169例であり，下

表が示すように分布している。 

表 比較の構文に分布するあり様 

構文タイプ もっと さらに 

異なる事態の比較 159(90%) 41(24%)

同一事態における異なる時点の比較 19(10%) 128(76%)

上の表から「もっと」は異なる事態の比較を表わす構文に圧倒的に

よく用いられるのに対して，「さらに」は「もっと」と違って，異なる

事態の比較より同一事態における異なる時点での比較を表わす構文に

よく用いられるといえる。 

 ２語の構文分布の違いはそれぞれの意味に関わっていると考えられ

る。詳しくは後述する。 

 

４ ２語の意味内容の違い及びその用法の相違の説明 

４.１ ２語の意味内容の違い 

「もっと」「さらに」が用いられる比較の文型は以下のようにまとめ

られる。 

     Y が A。X は（Y より）もっと／さらに A  

この文型に「もっと」或いは「さらに」が用いられる場合，実は A
が表す性質・状態の程度において，X と Y の大小の比較が表されてい

ると考えられる。 

ここでは，A が表す性質・状態の程度について考えてみよう。一般

にある対象の程度を述べる時，何らかの基準に照らすことが必要であ

る。小川(2008)は「ある対象に対する程度評価を行う背景には，何ら

                              
4 翻訳作品を除外した。 
5 「もっと」の用例を全部で 372 例収集した。そのうち 194 例は「否定的用法」の用例

で，178 例は「程度用法」の用例である。 
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かの基準との比較が必要。基準との比較は，否定対極表現だけではな

く，評価表現一般に共通する構造」と論じている。八亀(2007）は形

容詞には，ある基準に照らしての相対的な判断・評価を表すという性

格のつよい語が多い。その基準に，社会的・客観的な性格のものがあ

ると同時に，個人的・主観的なものもあると指摘し，「「このすいかは

大きい」という用例は，話し手が自分の経験などから得たすいかの大

きさの基準と照らし合わせながら，「大きい」という評価を下してい

る」（p.73）と記述している。よって，この基準は話し手（書き手）

が（ある程度）世間一般の人と共有しているものであり，「間主観的」6

な基準であると言える。無論，「間主観的」な基準は話し手（書き手）

の主観的な認識・判断が含まれるため，主観性が強いのである。 

以下の用例に合わせて X，Y とその「間主観的」な基準を図式で表

すと次の通りである。  

(８) あの本は安いが，この本はあの本よりもっと／さらに安い。 

（作例） 

安さ←――――X――――Y――――n――→高さ 

図１ 

X は「この本の安さ」を，Y は「あの本の安さ」を，n は話し手（書

き手）が思っている「本の安さ」の「間主観的」な基準を表す。n の

左側は話し手（書き手）が思っている「安い本」の領域であり，右側

は「高い本」の領域である。X（この本の安さ）と Y（あの本の安さ）

の大小関係を比べることは本質的に n→Xの間の距離とn→Yの間の距

離を比較することに相当すると言える。n→X の間の距離と n→Y の間

の距離とはいえ，n が主観性のつよいものであるため，その距離は具

体的な数値で表示されることができないのである。 

「もっと」「さらに」の意味的な違いは X，Y と n の関係に関わって

いると考えられる。本稿の結論を先にいうと，「もっと」が用いられる

                              
6 辻（編)(2002)は「個々人の主観は（ある程度）他人との間で共有されるというもので

あるとする。（p.55） 
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場合，「間主観的」な基準 n が前景化し，「もっと」は主として n→X
と n→Y の大小関係の比較を表す。また，比較する対象 n→X と n→Y
がともに主観性のつよい「間主観的」な基準 n に関わっているため，

「もっと」の主観性がつよいと考えられる。「もっと」が用いられる場

合を図式で表示すると図２の通りである。いっぽう，「さらに」が用い

られる場合，「間主観的」な基準 n が背景化し，X と Y の間の距離が

前景化し，「さらに」は主として X の値と Y の値の大小関係を表す。

この場合，主観性のつよい「間主観的」な基準 n とはあまり関係がな

いため，「さらに」は主観性が弱く，X の値と Y の値の大小関係を表

す客観性がつよいと考えられる。「さらに」が用いられる場合を図式で

表示すると図３の通りである。 

           X      n 
安さ←――X―――Y―――●n――→ 高さ  

                           Y        n 
図２ 

安さ←―――――――――n――→ 高さ  

  X          Y 

図３ 

したがって，「もっと」「さらに」の意味内容は以下のようにまとめ

ることができる。 

「もっと」の意味内容は話し手(書き手)が主体的に 

判断する二つの事態の程度の大小関係を表わす副詞 

であり，主観性が強い。 

「さらに」の意味内容は比較する二つの事態の間に 

客観的に存在する程度の大小を表す副詞であり，客 

観性が強い。 

 「もっと」「さらに」の用法の相違は２語の意味内容の違いによると

考えられる。次節では，意味内容の違いによって，２語の用法の相違
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が生じる原因を説明してみたい。ひいては２語の用法の相違が生じる

原因の説明こそが本稿の主張の妥当性を裏付けるものとなる。 

 

４.２ 意味内容の違いによる用法の相違の説明 

 この節では，２語の意味内容の違いによってその用法の違いを説明する。 

 まず，飛田・浅田(1994)は，「もっと」はモダリティ要素とよく共起

し，現状について客観的に述べる場合や，単純に二つの状態を比較す

る場合には普通用いられず，「さらに」はかなり客観的な表現で用いら

れ，程度が高まったことについて特定の感情は暗示されていないとい

う２語の用法の違いがあると指摘している。 

この用法の相違は２語の意味内容の違いによって説明できる。「もっ

と」が用いられる場合，比較する対象n→Xとn→Yはともに「間主観的」

な基準nに関わって，主観性がつよいので，忠告・勧誘・命令・依頼・

反省などを表すモダリティ要素がよく現れている。言い換えれば，「も

っと」と話し手の心的態度を表すモダリティ要素とは相性が良いので，

よく共起しているのであろう。いっぽう，現状について客観的に述べ

る場合や単純に二つの状態を比較する場合，話し手(書き手)の存在が

非常に希薄になり，すなわち「間主観的」な基準nが背景化したため，

「もっと」は用いられにくいと考えられる。 

「もっと」の意味内容と違い，「さらに」が用いられる場合，比較す

る対象XとYはともに「間主観的」な基準nに関わりが薄く，客観的な

二つの事態を表している。それゆえ，「さらに」は客観性がつよくて，

客観的な表現と相性がよいので，その場合によく用いられると考えら

れる。無論，「さらに」は「間主観的」な基準nに関わりが薄いため，

「もっと」ほど話し手の心的態度を表すモダリティ要素とは共起しな

いと考えられる。 

次に，比較の差が伴う場合２語の違いが生じる原因を考えてみよう。 

(９) 今日の東京，寒いです。12月の気温らしいです。が，天気予

報をみたら仙台はさらに／＊もっと２～３度寒いようです。 

（http://blog.livedoor.jp/oyasumilk/archives/802706.html） 
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(10) 先日Napsterの記事を書いたときに紹介した東芝のMP3プ

レイヤーだが，6980円でもお買い得価格だが，色が赤にな

ると，さらに／＊もっと1000円安い5980円で出ている。 

（http://silent-k.blog.so-net.ne.jp/2008-11-01-1） 

これは図２と図３を参照すると，なぜ「さらに」が用いられるのに

対して「もっと」は用いられないのか説明がつくであろう。繰り返し

述べるが，「もっと」が用いられる場合，比較する対象n→Xとn→Yは

ともに「間主観的」な基準nに関わっているため，具体的な数値を表す

のではない。つまり，n→Xとn→Yの比較は具体的な数値の比較ではな

く，主として話し手が主観的に判断した両者の大小関係を比べること

であると考えられる。ゆえに，比較の差が伴う場合，「もっと」が用い

られないのである。 

 「もっと」と違って，「さらに」が用いられる場合，比較する対象X
とYはともに「間主観的」な基準nにあまり関わっておらず，客観的な

二つの事態の程度を表しているので，具体的な数値で表されることが

可能である。つまり，「さらに」はXとYの間に客観的に存在する程度

の大小を比較する副詞であるので，比較の差を伴うことができるので

ある。なお，これは「さらに」に特有な用法で，この場合，「さらに」

以外の「もっと」類の程度副詞は用いられない。よって，「さらに」は

XとYの程度の差に重きを置く比較に関わる程度副詞であるともいえ

るであろう。また，この用法は「さらに」がXとYの間に客観的に存在

する程度の大小を比較することを裏付けていると思われる。 

また，陳(2009)は「さらに」の意味的な使用条件として，「事態の程

度が増す時点で，それを認識する主体があらかじめ確定できること」

であると指摘している。下の（11）（12）は陳(2009）から引用した用

例である。 

(11) 「××君じゃない？」と私の名前をためらいがちに言った。

そう言われて，私が*さらに驚いて，まぶしそうに顔をし

かめながら振り向いて見ると…。  



陳  建明 100

(12) 加恵は於継の身じまいの度ごとに自分の中の女を掻き出

されるような焦躁と不快感を覚え，しかしさてそれをどう

しようもないのに*さらに焦れている。 (陳(2009)による) 

陳(2009)の解釈では，(11) (12)では文脈からわかるように事態の流

れの中で「驚く」「焦れる」等の感覚・感情動詞の状態の程度が突然増

加したり，自発的に増加したりして，それを認識する主体である「私」

「加恵」があらかじめ確定できないため「さらに」が用いられにくい

と論じている。 

これについて，その意味内容の違いによっても説明ができる。陳

(2009）が主張した「さらに」の使用条件は言い換えれば，主体がY→

Xの距離を事前に確定しなければならないということである。図３が

示すように，「さらに」が用いられる場合，Y→Xの距離は前景化し，

際だっているので，（主体によって）あらかじめ確定されなければなら

ないのだと考えられるであろう7。 

また，陳(2009)は，「もっと」は譲歩を表す副詞節に用いられるが，

「さらに」は用いられないと指摘している。さらにその原因として譲

歩節が表す意味が「さらに」の意味的な使用条件に反するので「さら

に」は用いられないと説明している。 

(13) 初期設定など，実際には使用されなかったものも収録され

ていれば，皆なお欲しがるでしょう。 そういうマニアに

も受ける内容であれば，もっと／*さらに高くても売れる

かもしれない。 

（http://www.tanomi.com/metoo/syusei.html?kid=18179） 

(14) 昔の人は今よりもっと／*さらに寒くても，炭火程度でし

のいでいたのでしょうね！ 

（http://lon.way-nifty.com/blog/2007/03/post_181a.html） 

                              
7中俣(2009)は接続詞としての「さらに」について「「さらに」で並列される事態は発話

の前から出現可能性を持っていなければならず，発話の時点であらかじめ話し手の頭の
中で準備されていなければならないのである」と述べている。 

比較に関わる程度副詞としての「さらに」と接続詞としての「さらに」は意味的なつ

ながりを持っているので，その使用条件においても共通するところがあると考えられる。 
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「さらに」が譲歩を表す副詞節に用いられないことについても，「さ

らに」の意味内容によって説明がつく。譲歩を表す副詞節は仮定的な

出来事の逆接的な関係を表すと思われている。しかし，上述したよう

に「さらに」はXとYの間に客観的に存在する程度の大小を比較する，

言い換えれば，現実に存在するXとYの程度の大小を比較する程度副詞

であるので，仮定的な出来事を表す譲歩節には用いられにくいと考え

られるであろう。 

最後に，２語の比較の構文に分布するあり様の違いについて論じて

みたい。 

 ３．で指摘したように，「もっと」は異なる事態の比較を表わすのに

圧倒的によく用いられているのに対して，「さらに」は異なる事態の比

較より同一事態における異なる時点での比較を表わす構文によく用い

られる。この分布するあり様の違いは２語の意味内容に関わっている

と思われる。 

まず，比較対象XとYは異なる二つの事態或いは同一事態における異

なる時点の二つの事態のどちらかである。一般に同一事態における異

なる時点の二つの事態は同じ事態のスケールに属しているので，他の

比較基準（「間主観的」な基準n）が働かずにその大小関係を比べるこ

とができるであろう。しかし，あまり関連のない異なる二つの事態を

比較する場合，二つの事態が同じ事態のスケールに属していないので，

両者の共通の「間主観的」な基準nの働きが必要になる。つまり，話し

手(書き手)が主体的能動的に二者の大小関係を比べる働きが大きいと

考えられる。 

よって，異なる事態の比較は「もっと」の性格に当てはまると考え

られる。ゆえに，「もっと」は異なる事態を比較する構文に優位を占め

ているのである。 

いっぽう，同一事態における異なる時点での二つの事態を比較する

場合，XとYは時間的前後関係がある。つまり，Y の程度は時間の流れ

に沿って大きく或いは小さくなった結果，Xの程度になる。ゆえに，
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この場合，XとYの間に客観的な大小関係が大きく存在していると言え

るであろう。これがXとYの間に客観的に存在する程度の大小を比較す

る「さらに」の性格に当てはまるのである。よって，「さらに」は同一

事態における異なる時点の二つの事態を比較する構文に比較的よく用

いられると考えられるのであろう8。 

 

５ まとめ 

 本稿では，「もっと」「さらに」の意味内容の違いを明らかにし，さ

らにその意味内容の違いによって２語の用法の相違を的確に説明した。

考察した結果をまとめると以下の通りである。 

「もっと」の意味内容は話し手(書き手)が主体的に 

判断する二つの事態の程度の大小関係を表わす副詞 

であり，主観性が強い。 

「さらに」の意味内容は比較する二つの事態の間に 

客観的に存在する程度の大小を表す副詞であり，客 

観性が強い。 

「もっと」が用いられる場合，比較対象が話し手(書き手)が主体的

に判断する二つの事態の程度であるので，「もっと」は主観性がつよく，

客観的な描写に用いられず，比較の差を伴うことができない。また，

比較対象が「間主観的」な基準nに関わりをもち，異なる事態の程度の

大小を比較する場合，「間主観的」な基準nが働きやすい状況に置かれ

るので，「もっと」は異なる事態の比較を表す構文に圧倒的によく用い

られているのである。 

いっぽう，「さらに」は比較する二つの事態の間に客観的に存在する

程度の大小の比較を表す副詞であるので，客観的な表現によく用いら

れ，比較の差を伴うことができ，仮定的な出来事を表す譲歩節には用

                              
8 ただ，用例が少ないが，「もっと」は同一事態における異なる時点の比較構文にも，「さ

らに」は異なる事態の比較を表す構文にも用いられる。これが比較を表す文型（例えば，

「より」「の方が」などの構文的な要素）や明確な対比関係を表す等の構文的な要素に

関わっていると考えられる。これについて今度の課題としたい。 
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いられにくい。また，同一事態における異なる時点の比較は比較対象

が時間的前後関係を持っているので，比較対象の間に客観的に存在す

る程度の大小を比較する「さらに」の性格に当てはまると考えられる。

それゆえ，「さらに」が同一事態における異なる時点での二つの事態の

比較によく用いられるのである。 

上述したように，「もっと」「さらに」の意味内容の違いによって，

２語の用法の相違が生じた原因を明確に説明することにより，本稿の

結論の妥当性が裏付けられることになったと考える。 
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